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二重星の話（1）
稻　葉　通　義

　二重星と言へば，實親．二重星と分光連星（蝕攣光星を含む）とがあるが此慮では

主として實覗二重星に就いて述べる事にする・

§1．二重星天文墨の獲蓬

　二重星の叢見　北斗七星の第六番目のζ星（ミザ1ル）を肉眼でみると傍に

5等級のg星（アルコア）が見える．その昔バビロニヤやアラビヤ等では，此

の泉が見えれば覗力は優れてみるものと思はれてるたものである．肉眼的に

は如何にも二重星であるが，小ロ径望遠鏡で見てさへも，最早や二重星とは

思はれない程距離が遠：く，共の代りにζ星が更らに2個の星に分れて見える

のに氣付くであらう．此のミザ1ノレ星を今から300年凹型の1650年にイタ

リ1のJ．B．　Riccioliが見たのが二重星磯見の最初である．此の星は歴史的

に言って更らに2の記録がある．其の1は爲眞乾板から二軍星の位置角や距

離を測る事を考へたG．P．　Bondが最初に測ったのが此の星で1857年の事で

あり，他はE．C．　Pickelうngが1889年に此の星の主星のスペク1・ルを吟味し

て，分光連星なるものの存在を焚写した最初の星なのである．

　1664年に彗星を槻測してみたHookeが羊座γ昆を見て，今まで肉眼では

1個にしか見えなかったのが，非常に接近した2の星に分れて見えたのに驚い

て，こんなに近寄ってみる星は今までに見た事がないと書いてみる．又Huy－

gensが1656年にオリオン座θ星が三つの星に分れてみるのを磯見，1678年

にはJ．D．　C・aSsiniか双子座α星と団座β星との2封の二重星を護見してみ

る．斯くして18世紀の孚頃までには，十字架座α星，同ζ星，センタウル座α

昆，乙女座γ星，カストア星，琴座ζ星，白鳥座61番星等が畿見せられたが・

此等は何れも偶然になされたものであって，殊に，其の當時の考へでは，雌

等は軍に見掛上2星が接近して見える丈であって，何等重要な意味はないと
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fされてみた・從って熱心な観測もなかった有檬であるが，1718年目Ha11ey
が，シリウス，ア1クチュルス，アルデバラン等の輝星が，1’tolemy時代の

位置から移動してみる事を愚見して以來，恒星観測が熱心に行はれる様にな

り，18世紀の中頃からは，恒星に關する學説：も現はれる様になって來た．例

へば1761年にLalpbertが恒星は太陽に匹敵し遊星を有すとか，　J・Micheliが

1767年に公算論より，二重星の内には眞實2星が物理的に接近してみる，自iJ

ち連星でなければならぬとか論じたのであったが，彼等は何れも哲學者であ

って観測材料に基礎を置いてみなかった爲め，絵り世の注意を惹くに至らな

かったのである．

　C．Mayer．二重星天文學が本丁に始まったのは工8　tlt紀の終1）に近く，　C．

MayerやSir　W．　Herschel等の活躍以後であらう，即ち前者は1779年に大

きな太陽の廻りに小さな太陽が二三する可能性を論じ，後者は二重星の系統

立つた捜索を開始した．Mayerの學説と，それより以雨の人々の説との相異

は，彼の説が槻測に立脚してみる事であって，彼の観測は1777年と翌年とに

三二マンハイムのL8択「四分儀で行はれた．彼は自己の丁丁にもとづいて，今

まで知られてみた星を集めて最初の二車星目録を作り，之をベルリンのBode

の元に逸った．此の目録中には総敷18個の星があり，其等の中にはカストア

二等の様に有名な星も含まれ．てるたが，随分距離が離れ過ぎて，二重星と思

へなV・星まで入れてあった．此の目録を見てBodeは二重星を永年槻測する

事に依って固有運動を獲見する事が出來様と指摘したのである．

　Sir　W．　Herschelが天艦観測を始めたのは1773年の五月であり，二重星を

最初に見たのは1776年十一一月11日で，オリオン座θ星の観測から始まる．そ

れから3年後の1779年に至って彼は，Galileoが以前から提tl悔してるた覗差を

測定するのに二重星を利用するのがよく，且つその爲めには光度の異なる極

く距離の小さいものが最も便利と考へ付いた．つまり彼は斯様な二重星に於

いて，爾星間に物理的連絡（即ち連星）はないと論定してみた，と後人で註樺

してみる人もあるが事忌はけっしてそうではなく，殊に彼の最初の二重星目

録には，L大きな星の廻りに小さな星が乱臣してみるのは二重星と言はすに

斗星とか衛星とか言ひ表はし度V・”］と書V・てある事から見ても，彼が全然連
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星を見落してみたわけではなV・のはよく分る．彼の望遠鏡は當時最も有力な

物であったので，縛ての星を調べると言ふ方針のもとに非常に澤山の二重星

を高見してみる．叉た観測は詳細に記録し，測微播を獲明して爾星間の距離

を測定し，位置角は大きい星から小さい星へ引いた線と赤道とのなす角で表

はしてみる．斯くて最初の目録には総数269個の封を1782年に獲表（内227個

は彼7）獲見）し，ユ784年中第二の目録（新らしい鮒434個）を言表した．此のrli

には距離2秒位ひから2分までの封が入れてある．併し内には1秒或は其以下

の封も極少しはある．更らに第三たる最後の口録（新しい封145個）は1821年

に護表された．彼が使用した望遠鏡は凡て自作であって，L／8吋F12吠「鏡

やL4駅F40沢」鏡と言ふ素晴しL．反射鏡であったが赤道儀式でなかった温

め観測には多大の困難を生じた．併し彼の挑まざる槻測の結某，途に1803年

六月9日に彼の大論文が獲表された。それ・に依ると自己の25年間の槻測から

連星の公義週期の暫定値を得た星が5封もあり，此に依って力學的視差も求

めてみる．此の5封の星の週期は，カストア星が342年（340），獅子座γ星が

1200年，牧夫座ε星が1681年，蛇座δ星が375年，乙女座γ星が708年（182）

〔括弧内の面諭は現在決定されてるる週期〕である．

　struveの事業．　Herschelの後を受けて，此方面に大いに活躍したのは

Wilbelm　StruveとSir　John　I’lerschelどeある．　Struveは露國のドルパトの

天文墓長に1813年に成り，始めは予午儀に依b二重星の主星と俘星との赤経

赤緯の差を観測してみたが，後に小赤道儀を得て，其等の結果を1822年に磯

表（星数795歩Dした．併し此等は準備時代とも言ふべく，1824ff｛の十一月に

有名なフラウンホ1フア屈折機の組立を終った時からが彼の大事業の始まり

と見てよいだらう．此の屈折機は赤道儀式で時計仕掛があり口径“9巴里吋”

（彼は斯く言ってみる丈で判然としないが多分24～25糎位ひと思はれる）で

焦黙距離4米余である・彼は此を使用して，その一トー月から1827年の二月蓮の

間に129夜油鼠し，赤緯南15度迄の12萬個の星を調べて3112封の二重星を獲心

し，此等の槻測材料をまとめて三冊の報告書を出してみる．爾ほ，此れを

Lewisが英課したものはMemo至13　R．　A．　S．第56巻（1906）に出版されてるる・

後彼はプルコワの三田天文藁長に任ぜられた．此庭には當時世界最大の屈折
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機38糎の赤道儀があり，之に依って彼は7等級迄の凡ての星17000個を調べる

計書を立てたのであるが，最初の一ケ月許を自分で行った丈で後は息のOtto

が實回した．此の事業は！841年八月26日より翌年十二月7、日迄かs　b514個の

新しい封を二見してみる．三等の罫及後にOtto　S〔ruveの引見した封を合し

て総計547個の封は0Σ半平はプルコワニ重星として知られてみる．

　Sir　John　HerschelはNlvilliam　Herschelの息で，父の遺業を纒いでこ：重

星の齪測も熱心にやったのであるが，彼は位置角や観測月日を表はす方法を

改良して，角度は赤道となす角の代りに北から始まり東，南，西と時計の針

と逆の方へ三って0度から360度まで測る事にした．叉月日は年の分野で現

はす事にした．此の方法はWilhehn　Stl’uveも探用し，以後現在迄凡ての観

測者が用ひてみるものである．彼は主として父の護志した星を観測したので

あるが共の間に新らしい封を多数護見してみる．叉た彼が希望峰の近くのフ

ェルドハウゼンに居た闇に行った南天の擬測は天文學史に劃期白日な事業であ

って，2100鹸りの二重星の観測の外に4000個の星霧：や星團を調べてみる．

　Hei’sche］，　Struve爾親子の事業を以て，初期の二重星捜索時代は一段落し

たと言ってよく，大膿1820年頃からユ870年頃までの李世紀の聞は，観測者は

相當にあったが何れも既知の二重星¢）三門角や距離を測定する事に熱中する

のみとなった．

　以上で二丁，二重星天文學が如何にして下達しゾ’（かが御分りになったと思

ふので，共後¢）欺態を概略述べる事にする。

　：Burnhamの事業．1870年頃，共時シカゴのアマヂ、。ア1であった彼のS．

W．RUIgnhamは自己の15糎の屈折鏡で4年聞に252個の新らしい二軍星を獲平

した．共後門天文壷を経て途にリックやヤ1キ1スの世界最大の望遠鏡を門

川して，1340個の新らしいi封を獲許してみる．此等；の鋤の中には距離0，2秒

以一ドのや，非常に淡い光度の件星や，叉た主星の光度が輝き過ぎてみる様な：獲

見困難な鮒で，以前の観測者が到底獲見し得なかった星が多門含まれてみる．

殊に彼の大事業は，1906年に二重星総目録を出版した事で，此の中には南緯

31度までの回数13665個の封を集め，且つ三星の歴史も記述してあって，非

常に重要な書物である．
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　：R．G．　Aitkenはリック天文憂の大望遠鏡を使って，南緯30度迄，9等級迄

の星総てを組織的に捜索する計書を立て，1899年四月から槻測を姶めた．XV．

J，Husseyは1905年リックを去る迄彼を助け1329個の新封を磯見し，　Aitken

は3108個の新封を獲干し，此等を集めて二重星新総目録を1932年に出版して

みる・此㊧内には総数17180個の星を集め，此等は凡てA’の式で表はされる

範園内に制限された封許りである．

　　　　　　　　　log．　p＝＝2．8－O．2m

ρは角距離で，mは下野雨星の合成光度である．從って，此等は殆んど連星

と考へてもよい程度の封であり，且つ9等級迄の凡ての星を吟味してみる黙

で，統計町上非常に重要なものである．

　南割球に於ける観測はJ・Hersche1以後飴り振はなかったが，1896年にR・

T．A．　Innesが希望峰の王立天文豪に就任してからは新らしい鋤が昌々磯見

せられ，Aitkenの事業と同じ程度の角距離の小さい封が1613個獲見せられ

てみる．更らにジヨハネスバ1グ天文褻で67糎望遠鏡が活躍する様になっ

て，FinsenやVan　den　Bos等が目下観測を：績け既に3000個程の新らし）・

封を二見してみる．

　分光蓮星のff見はE．　C．　Pikeringに依るもので，ハ1バ1ドでスペク1・ル

の爲眞乾板を調べてみる時に，ユ887年と1889年とに撮った大熊座ζ星の窮眞

はK：線が1枚では1本に，他の1枚では2本に分れてみるのを獲見した．で，

此れの吟味をA・C．Maury嬢が行ったが，此星のスペクトル乾板62枚から，

明らかに週期20日牟の連星である事が判明したのである．其後彼女は二者座

β星も叉，時に依り2本になる線を獲見，週期は4日足らすの連星なる事が分

った．1889年11月にポツダムのH・C．Vogelは自分の分光爲眞機で，比較ス

ペクトルを用ひる事に依って2本に分れない線からでも分光連星を見出し得

る事を磯見した．其の最初は攣光星アルゴル星であって，此種攣光星が蝕現

象に依って起るものである事を丁丁したわけである．（アルゴル星が蝕現象

に依るだらうと言ふ事は既に100年も前の1783年置Goodrickが言ひ出しtc

事1日目る．）　（績）

訂正　前號第202頁下から3行目，L西方十萬億土の”1のし土■を削除，


